
中学校の授業研究に参加した時のこと。授業に

向かうことが難しい子どもも少なくないクラス。

しかし，その日授業をした先生は，写真や実際の

物をふんだんに用意し，子どもたちを惹きつけ続

けた。さらには，授業で扱った内容に対し，気づ

いたことを書き出してみようという課題に，丁寧

な机間支援だけでなく，５つ書き出せたごとに

シールを貼る技まで飛び出した。子どもたちはま

んざらでもないらしく競うように手を挙げてい

た。シールの効果も否定できないが，それよりも，

「よく気づいたね」「なるほど！」といった声かけ

や，手応えが嬉しかったのかもしれない。

私自身あっという間の 50 分間の後，研究協議

会に移った。明るい気分で臨んだ協議会が次の瞬

間，一転。司会の先生が「感想のある方どうぞ」

と促しても誰一人手が挙がらない。そこで，授業

が行われたクラスの担任の先生が指名された。あ

る程度の評価の言葉もあったのかもしれない。た

だ私が鮮明に憶えているのは，「特別支援教育は

認めない。なぜなら特別扱いの教育だから」との

一言であった。何をもって「特別支援教育」と言

われたのかは定かでない。だが，あのような授業

が特別支援教育を連想させるのであれば，大いに

喜びたいくらいである。他方，授業をされた先生

は協議会が進むに連れ，下を向き，肩をすくめて

いった。

こうした雰囲気は残念ながらそうめずらしいこ

とでもないのかもしれない。自分自身も何かに対

して，一方的な見方をすることがある。しかしこ

れでは何も生まれない。何か転換できるきっかけ

はないか。

とてもシンプルだが，その一つは「想像」だ

と思う。「自分が助けを必要とする子どもだった

ら・・・」「困っている子どもの親だったら・・・」

そんな想像を巡らせると，自ずと視界が開け，自

分がすべき一手がみえてくるように思う。そして，

このような「想像」が次にもたらすのは，「こう

したら伝わるかな」「もっとこうしてみよう」と

いう「創造」である。「創造」は，周りだけでなく，

自分をも豊かにしてくれる。

最後に，研究授業の真の評価は言わずもがな。

子どもたちの様子参照ということで。

「 想 像 」 と 「 創 造 」
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